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凝議娩約な遠造船技術職継承滅法  

－           －  

汲紺憫巨諸  

はじめに   

近年、多くのや研究者が伝統的るご造船技術の記録を試みている。卑E】rでは木造船が使われな  

り、船太二Ⅰ二職Åの数あ減りてきたからである。聾者も他研肝究著聞様に、船大工職Åからの聞  

取りを実施Lてきたヤ   

多く♂）先行研究や報告書には造船二に准や造船儀礼に関するこ（とを中心に慧とめられて㌦ゝるが笥  

伝統的な造船技術を今後どのようにLて継承していくのかという方向性についてはあまり触れ  

られてし鳥ないように思えたしき 船太二［職ノ㌔は衰退Lていく造船業をどのように腰．んつているのか。 

また船大工職人は二造船技術グ）継承を読みできたのか。もLそ♂、）試みがあ一つたとするならば、そ  

ぴ〕記録や方法は素質な資料とるごをブうる｛。薫一閃事例が静岡県焼津市で確認Wごきたび一〉で、本論でま  

とめていくことにL。〟ノたいこ 

本論グ）構成は、まずブイ仰仰ルドの設定と概況をう賀主ペ、2丸び）船大工から聞取りを行なったの  

でそグ）車扱皆をL㌣い㌃。骨頂うち椚i丸が鳩良野郎御船禰事凄かか磨吟のあったという澗で  

それを報暫盲ノていく。き 損も上が全体的な流れゝで、ある了〕   

なお「舟」と「船山j という文字の傑も′′増ゎけに闇㌦㌔てだが。ぇ 原則とLて「船」を綬用すること  

にLたく。ただL引欄する場合に閣妄㌦ては、原文㌘）ままとさせてもノもただ産もⅣさ また先牽ぎの敬称につ  

いては∴掛取掛紆紺省針∴漕炉手打閲L㌣ほ「軋ト釘付Lた亮 薫－れほ、研究者なのか語り手な  

のかを明確に区別させるため管あ成。）  

1葦ニフィ叫ルトの設定と概況  

1節ニフィールドの設定理由   

まずは聾者が静岡県をブイ肘－ルドとして設嘉した背蔑について、述べることにL鳶心鳥 目寒  

閣内で初めて船約動力化に成功Lたのは、明治3綱三代で静間県内だったと言われて♭㌔るも2〉。ぞれ  

まで風に頼っての航行だったのが馬橋械を頼るようにな㌦コた。筆者は攫川こが造船技術を太きく  

変えた時期だと考えてい・る。   

LかLそれだけが埋庄iではか′篭。静岡鼎焼津市には、元船太工で硯在ほ研究所で和船♂う歴史  

研究をLている近藤友早川叩山郎氏（ご主）がいるから1㌘ある。）経で詳細を述㌔覚るが、同氏は造船業を締めた  

濯神奈川東学大学院應救民俗資料学研究科博士後期課程  
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軌伝統的な造船技術を後倣まで残したいという希望に基づいて巨葦毛に和船研究所を設立し／た。  

っまり近藤民〝、の聞取りを行なうことによって、動力化が行なわれた当時和様予が明瞭になる  

と考えたので、フィ山ルドを静岡県に設定Lた。  

2節：フィールドの概況  

地図1：調査地  

鵬砂地馳蘭卿敵将か紺摘  

では静間鼎の地理につ転㌔で鴇 訂鋸‡葺日本地名静鼎 22 静岡県』を摘もうて、まためて－おくここと 

にする。＞静間県は冒革のほぼ中央¶ 寮藤池方溌部に位際して♭㌔ても赤石U」地や圏土山を背教に領  

一   ．       ・ ・    ・．：・－       ‥・・；・．   

、    ＿         ．－・・      ・ “・・・      ・！        ．  

比高であると㌦′㌔えるく。   

このように恵まれた海岸線を刹済して尊宅から漁業が発達してきたく。和船を償った漁業がい  

つから始まったか定かではないが、静岡県頑鼠町では「御船肇審問」が江戸時代から行なわれて  

いることを踏まえれば、ぞれ以前から漁業が盛んであったことが推測できる。  
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その中でも焼津市は駿河湾に接している（〉）焼津港とノ州卜港があり。今田でも多く汐）漁兼籍を見  

ることができるが∴木造船は慣われていない（〕ほ89 憫才治2鋸 ㌦一摘緋一 欄治3確）年までほ焼津村  

という鋸古体名で、ユ甜9（明治22）年には過激規約が駿過豆漁業者と三宅－神津島漁業者の間で  

結ばれ∴組合が設立Lた。その様∴昭風聞＝邦睨）年戊で慨潤沢∴ モ渕撒滴膵付漁船や鋼鉄灘明  

建造が開始され、遠洋漁業が盛んになげコた。   

硯在でも木造船を建造したことのある船太工機Åから詰を間宅ことば■町能であり、牽首司木造  

船の建造に携わっていたころを話や引退Lてからの生暗に関する請を聞くことができたので、  

畏rごでまくとめてゝもくことにしたい（。  

2章二近藤氏への聞取りから   

近藤氏は船一太工と首〆ての職Åを引．i馴〟〆てから、、船大工道具を展示した碁ブ、和船模型を製作L  

て博物館へ寄贈することによ莞〉て伝統技術の雑務を試みてきた〔、，まずはそのライ“．アヒストlゴー例  

を分析してみることにする。  

1節二近藤友一郡民のライフヒストリー   

近藤よ転ば昭和3（192郎 年に静岡県焼津市で生まれた∈、〕そげ）頃は先代 ほ喜・訂）手げ）父親）が造船  

所を経常していたが、近藤氏が6歳になりj鋸蕊内〝）尋常′卜学校／1＼Å－学した閏年に蒐船所を閉め  

た。尋常高等d、学校（2年削）を卒業Lた礫1ゝ 焼津造船へ就職た㌦たが、魂布ほどで退社L滑水  

市内の昭和造船へ入社した。そこで造船技術だけでなく設計ヤ葦遺も習った∫J 昭和造船で勤め  

ているときには、同時にノ名古屋で造船に関する研修を受けていた椚で㌧ 輔車瀾往パ摘純一ぞいた。3  

今日げ）ように新幹線が濃霊）ていなかった♂）だから1、移動にかかりた時間も相当だったくという。  

6年ほど働き24歳のころ過社し，ゝ 三光造船（太阪市）に大紋した（」そこでは木造船だけでなく、  

鉄船の建造技術を中心に教わった。   

こ坑ラように転々としながら多くの造船技術を尊んだ後、26赦でl焼津に戻ってき窯ニ。その際に焼  

津市鰯サ薦澤で造船所を設立Lた。Lかし当時はか塑船の方が、太廻船よりも腎繋が高も1、と判断  

したので句伝馬船榊等の′J噌隻木造船を中心に建造してきたとし篭う。啓塞、近藤．既をこよれぼ太塑船  

よりも′卜型船の方が依頼数は多かった。近藤氏は設計婆〕ト学んだ経験があったので、同時に建材  

業も営んだ。魂3歳（197心1年ラ になると造船所を鰯ケ轟から焼津市南部のdlも川港付近に移Lた。そ  

の後、、ユ4年ほど造船業を続けたが、57歳のときに造船所を2社に分けて売却し近藤戊は船太エを  

引退した。うちユ社はすくやに倒産Lてしまったというく。   

近藤既は職人としては引退したが、和船ノー㍉もhのこだわりは現役時と変わらぬものだった。・そこ  

で自分で自宅を改装L和船研究所を設立した。日本全国汐）和船に関する資料を簸め、そこから  

和船模型を復元するたいうのが、近藤民の読みである。，多くの研究者と話すだけでなく文献を  

吉元んだ町、研究者と…仙一緒に調査へむ悠かけるたりすることもあるという。モ‡野本民具学会をはじめ  
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とLり うがく－つかの学会や研究会に所属していることも和船の歴史研究に対する意気込みと考え  

てよ‰ちだろう。   

近藤民ほ混在までに川船さ海船倉わせて約糾穫さ120隻以上の和船模型を製作してきた。そ概  

評細に関しては巻凍張∵魔凍刊すことにしたい。  

表1：近藤氏の半生  

ユ90椴初頭  山  や先代が造船所を開く   

乳9、望迅   い  革静岡県焼津市で生まれる  

i9迅竣   霞  鳩地区内の尋常ノト学校′、㌧′入学 抄造船所を閉める  
油粕区内の尋常高等′j、学校へÅ学  

・乳9舶   且慧  
ほ旬報鋸  

加勢常高等プ．j、学校を卒業後、焼津  
も9遽慧  i竣  

造船へÅ社  

漁焼津造船を退社  
嵐、9嶺電   

】昭和造船に入ってから設計や衆道  
1さ   炒昭和造船（清水市ト／㌔Å社  を撃ぷ   

p昭和造船を退社  

テ  翌4   

造をする  

］H95壕   を設立  

瀬焼津で建材業も開業   

ヨ．．9Wユ   
細道船所を焼津市の、′j、川液相近に  

移す  

与丁  艶造船所を慧故に分けて売却   論うちユ社はすぐに倒産   

秒焼津前に林道建築を建てて和船  
ユ9呂5   

≠ 日本民具学会、静岡県民俗学会、、  

廃嫡民具学会、瀬戸内海歴史民俗   

慧6  炒焼繚（鰯ヶ島）に戻軋∴造船所    義馬船等の小型木造船を主に建造    竣3                 ；5マ   研究所を開く        魚学会や研究会に参加L′て学んで         いる    以降      資料館友の会㌔ 巨‡本ボトルシップ        協会に所属しているo     j   

＊近藤既鵜、犯弼戟り調査から作成Lたもの  

単語り手の記憶に基づきながら、今後も詳しく作成していく予定である。  

2節：技術者としての日々   

父親が経営Lていた造船所は近藤既が6歳のとき妄二間めてしまったので、外に出て修業をする  

－                         ●       、 ●一  

近藤民の代は木造船と鉄船の両方の建造技術を覚える必要があったという。そのためにいくつ  

もの造船所を転ノ身としていた。ゝ   

近藤既が木造船と鉄船の建造技術を覚えて自分で造船所を閃いたのは、¶一山度間組した先代の  

造船所を復活させたいという鷹榊牽祈りの込めながらだった。だからこそ建材業との発業を試  

一－lLlり－一   



みたり旬造船所の移転をしたりLてまで造船業にこだわったが∴L9と綱三剰こなると造船業グ〕将凍  

は赦しいと感じた。。一それは漁業が長続きしないということを予測してぴ〕ことだMつた。  

漁賂氏によれば彗  

・     ・・…        ・   ・            ・・   

でね、それがだんだん減ってきた∃。つでいうのはもう紫鼠濃くなる絃撫なんだ…もう船あ駄   

目だしね。そいでね～あぁ…これじゃもう、渡船解ってぴ〕は敵巨＝ニなるな憬て∫思ったもんで   

…ポッで輝めちゃったれノわい‰そ紅でもか00他所研たこに漁っ転意りただ  

という。砂利ほ東京等♂〕関東関へ運ばれ埋立等に使われていたというのが近藤民♂）見解である。。  

砂利運搬船が過るということば水面下の環境をノ太こきく変えてしまうぴ〕で、漁業ノ＼グ）影響は大き  

いと示唆していた。つまり漁船の建造や修理を中心に行な■つてきた近藤既にとって、b 漁業の衰  

退は収益金体に関わることだったの叫㌘■、造船所を閉めるに至ったのである（コ  

3節‥桟締着から研究者へ   

造船所を閉めたものの伝統的な木造船グ）建造技術とそれに関わる伝承を後世に伝えたいという  

思いで、自宅を改装して和船研究所を設立した。元々が船太工職人だJ■〕たということもあり、多  

くの船太工道具や図面等の資料を持て）ていたげ）で、まずは造船に必鷺な道具の展示を行な〟コた。   

しかし近藤氏が特に力を従いだ捌よ、和船模型1銅製作である〔）   

単に濾激残すだけじゃ、和船は写易とか絵図でLか胤ら如るごくな㌦プてし蓋うだ…。そうす  

ると観せのノんメをは寒地を見たことないから想像できなL、んじゃな㍉笥か…そんだと、ももくら雄  

農残しでもな凋ド・。  

と近藤民が温ペた冊ように、いかポ腐物、婆）しくは窯物に近い形で後世まで伝統的な造船技術を  

残Lていくかが問題である。   

そこで模型製作で話者が行なった工夫をいぐ甘かあげてもらった  

まず使欄する模型製作に憶用する木材は、業物♂〕木造船建造に傑う汐〕と同じように、地元の木  

を使っているということである。〉 近藤氏は現役紬時に静間県内び）木材を僚関して辱㌔た。同じ地  

域内の材料にこだわ〆〕ていたが、これはできる限り地元の材料射史うことによって、船にも地  

域性が出るという。   

次に外観にこだわるだけでなく、技術にもこだわるということであり、船の内装や木目抑暇  

などまで実物をぞのまま編小させて儀作してきたL〕木目の帽という捌調合自体を1／1削こしたと  

きに木冒の帽もユ／10にするということである。そうLないと業際の船ではか乃電らい職本月だ  

ったのか、継承できないからだというく。  

′＝l   



4節：研究者としての日々   

近藤既は船大厄］二とLての職Åを遇いてから自宅を改装して和船研究所を設立してきたが、模  

型の製す寮だけでなく、和船研究会や日本民最学会他多数に所属している（。   

まず御船研究会に入会iノた♂〕は、各地域の和船に関する情報交換が目的だったからである。  

多毛げ）和船研究者と摸索二を持つことによって、梯々な地域の和船に関する情報を得ることがで  

きノると転巧。その結凝が模型梨す机二繋がっていると考えて良いだろう。巻末で「近藤民製麿聞  

船模型山賢一jであげたように、樵撥な地域の和船を製作してきたことが分かる。また安登灘押明  

ような近世の船模型♂う製作‰行なっていることからも歴史研究に対する心構えが読み取れる。  

和船研究会を地元焼津で開催したこと‰あり〉、業際に和船研究所を他の研究者に見学してもら  

ったこともあるという。近藤氏が研究会で和船に関する情報を収発していただけでなく、研究  

者間士で烹魔王懲りていたということも分かる。 

次に日華民具学会にÅ会Lた経緯だが、和船そ♂）もの以外にも情報交換が必要だと近藤既が  

感じ．たからだった。例えば漁船であるならば、業際に船を使って生業を営む漁師へぴ）間取り調  

凌が必要になってくるしノ他に導き神社に奉納されている船絵馬に関する調査等の調査が必要であ  

る。近藤民はこのような調査の必要性を感じ、研究者とともに調査に出てきた。これは近藤氏  

の自宅に保管潜れている多数♂）絵馬から婆）調査の数が窺えた。。また学会に所属するということ  

ば各種博物館学芸員との会話の機会も増えるので、御船研究所グ）展示方法も学ぶことができる  

、土＼．ゝ・∴二）   

ニのようるこ職Åを引遇Lて研究者になってからはも 近藤氏自身が造船に使ってきた伝統技術  

を級隊に残サために、多く和研究者と接点を持ち情擬交換するという目的をもって学会や研究  

会に参力冒して』㌔る。諾い換えると当 部船の歴史研究だけにとどまるのではなく、艶聞に技術を  

伝えるという意味では救宵普及活動を行な〟○ているということになるだろう。  

図1：近藤氏の活動   

＊近藤既；へ汐）間取碁3より作成   

率叫ヰ は語り手汐）活動を表す   

＊ナ……  は敬ÅとLての性格と研究者と言＿〆ての性格を分類L′たものを表す  
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＊平成18年ほ榊郎 呂月4日焼津港にて撮影 ＊平成i8年く2006）為馴5巨1静間県牽臥級町にて  

写真3：近藤氏製作の模型（展示の状態）  

鶉く平成ま綱三（200郎 6月1毎日近藤御船研究所にて薫を贋造   

以上が、本道船グ）建造に孝婆錮′ブでってきた元船太工機先♂）附加事例であるた。技術者たL′陶こ紆性格と  

研究者として慨性格の両面を搾りた翠例を紹介したが、次に硯授♂〕船太工機Åの瀞例を覇介瑠甲 

ることにしたいく）  

3章：飯田氏への聞取りから  

1節：飯田昭一氏（lごうのライフヒストリー   

飯E目氏は昭和2年 く1927）に遠州（静岡県梼原郡）で生まれた。父親が船太工だったが、飯田  

民に造船の壮挙を教えたグ）は伯父（覚親の弟）であった。したがって級狂！氏にた㌦コての親方と  

いうのは伯父である。  

15緩までは地区内の静常高等／J噌二枚に通い、卒業後は造船をするために石川県に祈った。そこ  

…一l・l∴ト   



でほ仕事の基本的な流れ・を学び為すぐに静剛二帰ってきて、清水の丸東造船所摘摘㈲榊臓  

船）に大社した。そのときに現在の仕事場と同じ場所打払鞘造船銅分工場を建てて経営した。  

約3年は臣離日造船で働いていたが笥終戦間近になると清水も空襲が絶えなかったという。その  

ため、実家の遠州に戻ってから約5年は、親方の手伝いをLて過ごしたく）   

23放くらいにはほとんどの仕事内容を覚え、焼津へ婿養子に来た。養父も船大工だったという  

・・：・、   

幾日民は焼津に来てから当時綱綱目造船の分工場で造船をしてきたく。途中、昭和造船から港  

造船ゝ そしで飯田造船に社名を変更Lrて今日に至っている。  

表2：飯田民の半生  

出来事   傭肇   

岡殿様原郡）で生まれ  

尋常小学校へ入学  

詞・常高等小学校を卒業  
の仕瑚敵組紆石川県へ  

り丸東造船所に入凝  

工場を建てる   
家に戻る  妙聖顔がひどくなる   

事げ二）一＼避を覚え焼津に  

養子とL′て）  

から池造船に名称を変  

ら飯田造船に名称を変  

年号   年齢  出来事  

や遠州（静  
…   0  

る  

鼠933   喧  ㊥地区内の  

地区内の  

穣∴造船  

護．9穏慧  且5   行く持  

即す式寸に戻  

妙焼津に分   

且9童二5   四  欄退社し窯  

抄造船の仕  

且95－0   慧3  来る（婿  

サ義父が他界   

専昭和造船  
…   十ゝり  

更  

導こ港造船か  

更  

率飯田氏へ銅聞取り調餐から作成Lたも坑〉  

＊語り手の記憶に基づ牒ながら、脊髄も詳しぐ繹威Lていぐ菅紛であ私  

2節：船大工暇人としての－Ⅶ人前  

飯洞既は船太工職人として銅山人前についで以下のように牽か㌣け私   

やっぱタ〕仕事を始めて川キはかかるだろな山■け。）施術ほできるよノラ～なるだ』ニ。図励も撞け  

るようなるLね。でもj乳濁に慣れるには、二川早かかるだ来   

と言う（了3）ように、ゝ－…一Å前が）磯Åになるためには仕事を習い始めてからiO年はかかると指摘する。  

どんなにスキルが高くても臨機応変に行動できるごければならないという意味であるが、海船を  

建造するのか川船を建造するダ〕かという違いにも影響されるという。川船ほ造船場を仙∴Åでも  

Wト＝、   



って∴：変て∵一人人で仕事をこなすこともあるが、海船げ）機′飢こはそういうわけにはいかない。つ  

まり、技術がM【－－一Å前になったからだといっても、他の聯一Åたらと協力して仕事をこなLていか  

なければ良い船は造れないという。放任喜造船では通常針－4ノゝで経営しており1ゝ全員が親族び）構成  

となっている 

さらに飯田既によれば、昭和25（ヨ9師 年ころまでは3りトンほど椛〉船を建造していて、そのと  

きには約20Åの職Åを雇て〕ていたとげ）ことである。このように太蔑具船グ）建造を手掛ける際に協調  

性が必要になるということである。   

以上から飯田氏は旦が巨の修業期間を∧州Ⅵ欄Å前の基準とみている。 

3節‥造船所の経営   

では次に飯田造船働経営にりいてみていくことに工た≠㌧鮨膵臓が多く注文を受けてきたの  

は、鯖船や鮭船であり、ほとんどが焼津の漁師からの注文だった。，ごく稀な話だが≠ 千葉県鍔  

総地方に住む漁師から脚才キアミ妾鋸紛の建造依頼もあった。こうも一った漁船は昭和20（ユ錮5）♪～一昭  

租諮「慄裾 年ころに多く注文を受け、年間で約3㌦上隻隻の船を接造邑㌦ていた（〕飯巨冒既によれば鼠  

隻の船を完成きせるのに、約3今月かかるという椚で、当時は忙しかて〕たと考えてよ転㌔£∋   

飯田既ほ船の建造だけでなく、修理婆雄一じ場所で行なっていた、。ほとんどぴ〕漁師が建造Lて  

もらった造船所に修理も依綿したというが、稀に他所の造船所に修理を綿む客塗ういたr）建造し㌦  

てもらった造船所が潰れてしま／〕たときに、他の造船所に略狸を綿む形になっていた。〕稀なケ  

岬スとして温水後すぐに應が漏れたり、不漁が続くと造船所を変えるということもあるという  

が、放任卜民はそのようなことは経験していない〔1幡埋する部分とLては、ほとんどが船体即塗  

装である。 塗装することによて∋て腐りにくくなるというし」また船を塗装することを飯田氏男顔  

さんは「船をイヒ粧する」と衆硯Lて♭箋たミ、）今r二1でも塗装の依灘があるぴ〕で，も 造船所でその姿を  

見ることができる。船体を塗装することによって腐るが〕射坊≠1ミ、、紆）は他の地域でも見ることがで  

きる。例えば千草県浦安市‖J呈）では船体鼓ニY／鳩ンキを塗ることによってアオサけ5懐ぎ付きにく鴬なると  

言われ㌔ 浮力や速力婆：）過ってくるこ。ぞしてペンキを塗るのは水に浸かったむ‖烏たりす射部分椚  

カジキ桝）と呼ばれる部分だった。こげ）ように鎗装ほ船♂〕寿緻を縮めないようにするための技術の  

一つといえる。）他には船底伊）傷んだ部分を取㌢〕替えるという作葦蘭㌘・ある。修理汐）依槻を覚ける  

時期は、漁業の合間に凝申していた。それは焼津で佗われている船の太平が漁船を占めている  

からである。   

次に新造船の建造についてだが、本村は主にスギゆ ピノキヰケヤキを條′つて㌦烏たく。その中で  

もスギの赤身を多く催い、シラクほほとんど條わない。飯田既によれば勺亀 浅野の赤身は油分を  

多く含んでいるために、凍に滞れたを〕出たりしても腐りにべいからだという仁。スギ馴東うのほ  

固すぎず柔らかす計隕㌣∴加工し畢すいという職をあげてい鳶ふ赤磯几か使わを脚事例は川船  

を建造する船大工に多く見られるが、今回は海船でも見られた倉本樹は地元の拙から調達して  

いて山師が伐採している。通常は山師が造船場に売り込みに来て、〟一山叛ふ度に5（トiO〔体の購入を決  
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めてら亀た。木材げ〕代金は造船壕に運ばれてきてから全額を現金で支払うことになっていた日日－ぎ  

締が売り込みに発たときに既に伐採されて‰ゝれば、購入を汲めてから約3日で造船場に運ばれる  

首㌦。包まだ伐採されていなも、状菓剖【言師が売り込みに凍ていれば、木材が運ばれるまでに豹服昭ほ  

十▲十∴   

では次に金銭び∋漁れから経営をみていぺ∴ニと㍍ニした溝㍉ 硯在ではH離別瞭を購入するのに数百  

万からと千万する′と言われて㌔㌔る。それだ削二船主と船太工の金紙のやり取㌻ヨは蚤鷺である。メ  

船主から船太工｝叫＼造船を族僻  

遠  

船太工は東射職訴適ト・りせ事虜に湾こ射が紬、てかざモ）職能払い  

志  

起工式・…斗畑翫として全体紙皿かぺ狙％を現蔑て蔑パ牒緩  

ま  素  

朴∵ル教組み滋■てる  

姦  

外販を張るル…一一堂捧げう2むH㌦3魯誓もを税偽で受け腹る  

姦  

細翫を仕上げる  

▼  

蓬薮式）メケ…学芸りぴ）代金を執念で受け放る  

図2：飯田氏が造船してきた  

船の工程  

＊飯田既へ、の間取りに基づ、し、   

て作成L∴たもの   

」  

ニこで枚挙消耗甑にづ伝うて説明をカ得えておくことにしたいく。たいてい漁期が終わると次の漁  

期に備え、船室は駿東工タ㌔鰭理の依頼を太れるr：新造船の依頼に関しても漁期に備えるとのこ  

とから1も前の漁期が終身3ってからというケースが多い。。ぞの際には船の寸法や大ききなど桂根  

審を潜もちて虹㌔電。鰭埋約場合も済橡にどの部分を修理するのか、またどれくらいの期間や費用  

が索ゑかるのか毒こついて狭めておく。Lかし新造船や修理に閤サる費用錮よこグ〕橡では払われない。  

そ鞘訪L倉覧ちが終わると鍛太工は東漸の注‾文をするr。予め伐採きれている木材を僻Åするとい  

うが淘駿東エが直接確認Lてからどれを買うのか決める。ぎノかし木材を枚挙楊まで運ぷ捌射1」  

騨開放率である。を＿山師が杜尊橡まで運んで再確認してから全額を現金で払うことになっている。。  

既碁二枚採澄漁で覧1た木材で濁るならば、通常3日で仕事場に運ばれて♭うたが、彗 まだ伐採されて  

㍍璃溝も凍漸を鰐′丸サ愚と海 豹ユ0馴まかかるとこいう。   

そして起工烈i第が行な凍洩るが、ニのときに内患とLて全体別0～2わ9もを船主から税金で驚け  

観る。その際に船太エと船主がと岩らに飯事をとりち親睦を深めている。飯田造船ではキ血ル凍哺  

を製革持ってきて、紛無二曙紛基線神主で洒を飲んだと㌦盲う 

起工式が終わった凍の腎から賽際に造船を始める。，飯旺富民が手掛けてきた船はばとんビキール  

郡構造を務って♭㌔て鴇どちらかとも篭えば和船より婆力洋式豹技術を伺いている。キ側ルに開いる漆  

樹は際限紛が多緋という潤だから句できるかぎ担硬い漸層壕欄心底せ虹うことが読み取れる。   

キ鵬j♭の観み立でが終わると外線を張っていく持このときに全体の2（ト30％を船主から受け取  

－ －          －         －－ ● －       －  
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るためであるし〕この部分は板が割れやすいので、．蒸気で蒸Lて審らかくLてから冷めないうち  

に肋骨に張り合わせていく。極上萌署間に隙間ができてしまうとそこから水漏れグ鳩陰性があ  

るので、マキハダを打ち込むことで防いでいたし，   

外級を張町終えると、残りは細かい部分の製作になる。盲鍍狂騰が造船を始めてからは且ンジ  

ンが付けられていたので、エンジン彗つ機関室など操船にtだ、要るご部分と漁に必要な部分の製作に  

取り掛かったJ。   

新造船が完成すると進水式を行なうし）焼津で建造きれた船はほとんどが漁船だ′二3たの｝だl、大  

漁旗をたてることも多か㌦コたと』1う：〕ここで粧i三から残金を受け取っていた仁）   

以上が級江篭氏の伝える、注ツ文を受けてから進水式までの流れであるしノ  

掲節二道船所の位置た内部   

ここまで飯田氏の経験に婆〕と㌦コいて飯田氏♂）ライブヒス官1、り州や造船所の経営についてみて  

きた。1今度は飯冒こは転び）経常Lている造船所がど♂）ような配置になっているのか、まためておく  

ことに乙㌦たい（1   

まず造船所の位置であるが、、静岡県焼津市の焼漸馴弓↑近に立地Lている。焼繚港たい㌦。〕て～薮）  

少し太りくんだ場所に位琵祭ら㌦ている♂〕で大数船はプゝれない）造船所げ〕梯むこは船玉浦神経たいう  

のがあり、さほど太きくはない神社だが大漁を祈願する神社である二〕   

では造船所の内部を見ていくことにするし1  

冊血輌－「叩州  

駄殖瀾  
州   

こニニニ   

図3¶1二道船場  

G〕ウィッチ（船を撒から作業場に引きとげるーブイ′ヤ抽がしまってある′。き  

②食堂（従磯瀾が食事を取る域所。聞取りはここで行る：〆コた。）  

③p、RP船げRぎ）船に関する部品を保管Lている城取二幸）  

④道具部屋（船底工道県全般が保管きれている場所ぶ  

掛ペンキ 腰潮が保管されている場所。））  

⑥樹脂（合成樹脂が保管きれている場所。）  

1・l丁   



‥－        ・               ・   

まずは造船場数地内の位置耽りについてまとかておく。   

上の園y㌘示したように飯田既は修理場と作業場を分けている自修理場というのは主に細かしう  

部品を鰭埋サるのに使っても1るく〕そして作業場というのは新造船や船体の塗装のときに條用L  

てIノーる。搾深場の【川粁詔向が湾になっているが，、飯田戊によれば湾で作業すれば濃淡きせやすい  

と定（㌔う準軋蕉を考えているからである。   

次に各部屋につも瓦てだが、飯田民は用途によって部屋を馴ナている。筆者が聞取りを行なっ  

たのは食堂で、通常は従業農が食事を取る。その他に休憩時間や依頼主との話し合㌦㌔にはこグ）  

部屋を使う。   

そして少し広くなって㌦うる（夢の部屋が道鼎を保管している部屋である。〉 ニこには遷船や修理  

に威ゝ賓な道風は肌…義盛をヨ揃って㌦うて、機先がよく．出Åりする部屋でもあるという。）ニ♂媚β屋の詳  

繍に関しては複で述㌦怠ることにしたレ篭。   

激務に⑤とぐ蔚汐）部ノ崖につ㌦1てだが、ここには塗料や合成樹脂を保管している。普段はめった  

に傑わな－㌔、海椚で㌔施錠をLて閉められていた。  

ーl－1一！ボ－－、   



痺国中の塗計）つぶL部分は離屋につも〆為ている窓を示す〔。  

痺園中の番号なし珊瑚和郎乱を示し当丸は椅子を示甘口  

雄健凍  

紛糾再  

③船釘  

（：弧カレンダ∴一  

腹時計  

⑥ジャッキ  

掛即日  

⑧作業服  

⑨道具絹  

⑲塗料  

離農聴  

⑲塗料  

⑬チョウナ  

（請ノコ  

⑮道具  

⑱電気鼎  

．・・∴．．・・．   ・・ ．      ・i ミ     ー  
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る部屋で区切っている。飯田既によれば、馴ナていた方が（ヒ着こにた」－紆鳳凰が撒いてある附か分  

か特やすく倣挙がしやすいという。。   

いずれの部屋も太きな桃が澄♭ゝてあり、職人岡二王ごで猶∈㌦合うこ2ニ尋）あれば、細かい作業をす  

ること婆，ある。しかし太横坑）作莱は外｝で行なっている。   

上の配置図を見ると塗料の場所が多く疎鎧，になっているこたが分かるが∴鮫川造船管ほ舶昭  

塗装作業を多く耽針〕扱ってきたの困竃㌫▲旬いって㌫も憶える£うに出し′ているものもあるという。こ  

れは仕事の依頼がコンスタントにあるこたを藤Lているだろう。  

5節：造船技術の継承（次世代へ）   

飯田造船げ〕概黎．および飯田既の遷船歴についでみで顔たが、ニニでは飯田氏が次の世代㌦㌦ど  

のように伝えてレ1くこたを考えている（乃か、まかめるこかにじか叛   

飯田既には1那7（昭和鎗）年生まれの息子がいるm級は商枚率落胤飯田造船を啓伍りて藩たn  

しかし彼が習得してきた枇事柄登場朋膵船附修理畢塗儲が辟門で建造たもなるとまだ孝心㌧ た鮨  

田既はももう。〕まして木造船に関しては全く．触れでいない、というのが現状である。。  

…一‥・・l・廿卜¶   



飯琵儀によれば甘、配㌘船の建造技術を敢えていくことは考えているが、木造船に閣Lて闇湧  

いをいという。そ慨傾滴は一つとして木造船くと許隠㌘船の構造の遠いをあげていたがも木造船  

要がな㌦態という理由が太き㌦も。聾者もぞれに同感で、経営面を考慮すれば需要に合わせた  

やそれに合わせた技術が求彊）られていると考える。   

では次駿代には木造船の建造技術をどのように継承していけばよいのだろうか。〕飯臥民  

えるにはも博物館等の研究機関が残していくことが厳良だというのも、需要がないげ〕だか  

浄でほ木造船はますます姿を消すことになる。つまり建造可能な船太工も僅かとなってし  

紆であ獣。おそら㌃飯田蔑もこれを指摘しているのだろうりこ耶牒－えに関しても飯田民の  

に翻ってみたが、やはり現状で与えられている仕事を覚えていくことが精皿杯だという。  

船への興味につし篭ても聞いてみたが、まずは肝配置）船の構造を理解することが轍優先であり、  

面で安窓を得た後に木造船のことを考えていくべきであると指摘していたn   

餐樹の船太工の中でも比較的若い駄代の造船所の事例でか二）たが、次世代ノ㌦ぴ）継承方法  

いては今後も注目Lていきたい。  

4章：静岡県相良町の御船神事骨  

1節：御船神事の概要   

明治4年頓には、．船を練りながら神事の先供をするという神事が行なわれていたとも 

元締馬油蘭潤一だった相良地区では、大漁祈願や安全祈願のために神事が行なわれている。  

佐和乃神社で行なわれて♭1る御船神事は、檜垣、樽の千石船仰の模型を用いて出船のイメ－  

‾ごい′こ・   

神事に至るまでの流れほ以下鞘通りである  

琶程   行軍   備考   

S月末から  練習が始まる   ＊神社に集まり、日曜以外跡仮にキ   

踊  
船欄叛け   

・練りに使う船を用し、掃除や鮪t   

首  

神事2日前  稽古上げ   融神社で食事や飲酒（会合）をし刷   

神尊前日  祝儀集め¢宵宮   や遠い家から祝儀を際う（近い家¢  

抄宵宮は前日に柱起しを行う（前イ  

当日 ∈運‥且 時   鎗練り歌に合わせ、柱を起していく   

から）  柱起虹、机上げ   歌組によって行なわれるが、駄目  
が調子をむり、歌組が受け声を「   

日収午す 嫡地区内を練りながら進む。   

∋ 
出船齢鮒  

当日（夕方） Å船   ・神社に戻り、御船を奉納し終了。   

り付けを行な   

ど成功を祈る（  

ま当日）。  

耽拙者、控  
」訝が喜歌い   

表3：御船神事までの流れ  

＊八木民へーの聞取首りに基づき作成した  

州150惰  



では、御船神事に毎年参加している八木功氏㌔＼の間取りから、御船神事をみてむ1くことにし  

たい。   

八木氏は一ユ8歳の頃から御船神事に毎年参加し、今年で30年巨び〕参加になる。御船神事び〕構成農  

ほ∴元竣は竃前によっで行憩われていたというが＼甥屈服磯灘∴頑庖、福岡地区の虜士が袈ま  

って、保存会齢を設立させている。   

御船神葦＝ま鵜舟が中心とるごって仕切っているが、親方の任期が終わるときに次期の親方を指  

名するという仕組みになっている。基本的に任期は2年で。八木既もこと5年ほとア前右二親方を務めた。  

そグ）年の神事は親藩－の腕次第で賑わい等が決まってしまうと言われているが乃上の代も下の代  

も全力で親方を－【支えてきている。   

武本氏が御船神事に参加しはじめた囁は～親方はベテランが務めていたが、な現在では保存会  

に所属する者関数が減ってしまって虹1るので、若者を上に立てて♭、る。その壮観みは5年ほど  

前から変わってきたというが、八木既も年功序列よりやる気のあるÅが上に立ヅつと♭ううのを賛  

成している。   

硯在所属Lているのは旬若くても炉－1が巨の参加年数を持つ著者がほとんと肯で鴇堂宅職初心者  

はいない。したがって毎年、練習がスム如－一式に進むという刹鰯がある卿・洲∴方で、数十年後は複線  

者がいるのか、と♭篭う心配も尽藩ない。  

写真2‥柱起し（一番手前は八木氏）  

次に運営費任者を任されている藤澤倍郎氏蹄＼の聞取りから、御船禰寮で敬われている船歌に  

ついてみていくことにLたい。   

藤滞氏は40歳の時に飯繚佐和之神社の運営部仁者を任錮L、43年削こなる。また㌔相良の歴史  

教室の全段も平成8〃㌦1∠と（1鮒8叫〝2綿2）年まで勤めていていたく。太江ノも幡宮の御船神黎は主に海  

上安全という意味で行なわれているのに対し、飯津では海上安食に加えて太線祈麗グ）意味も込  

めている。また神寮で歌われる船歌は明治15（l鋸2）年頃に作られ、「これから船が海に出て行  
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く」という意味が込められているという。そ職戒め、神事に條われるのは千石船で帆をかけて  

船が波に揺られてい宅梯子を語っている。   

船歌の音頭を取っている♂）が∴紳事の親方である。親方は船若の会長でもあり、今から30年く  

らい前には、5弧ほどの船若が保存会に属していた。今は何とか保存会のメンバーーで構成してい  

るが、革当に職鼠の歴史を分かって覧1るÅはばとんどいないのではないかq、と指摘していた。   

このように保存会餌）将来が危うい中で∴藤澤戊は爪木既に雛二㌢♂）全てを託したという。ノ【㌧木  

氏は、若くやる気のある者に親方の座を託すと昌一っていたが鴇藤滞氏によれば巨人東氏は親方  

の経験を持っていて、若者獅旨導もできるとげ）ことから、轟方に回って神事全般を支えて婆）ら  

っていると〝〕ニとである。   

ぞれでは、．ここで柱起Lについての説明を加えておきたい。   

午前11時頓になると、2饗の御船細注起しが始まる。図のように保存会のメンバ仰が享鮭び、親  ●－－－－  
が行なわれる。こげ）ときに歌われるのは、「佑那須の与掃」や「竹島くどき叩lという船歌で、藤澤  

氏へ餌瀾取りによれば、l渥2年には今の船歌が敬われていたことが文密から分かっている  

図4：柱起しの並び  

＊上部を前方とする。  

＊オラエは掛け声Åとも言われる  

癖周りは忌竹としめ縄でくくられている  
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②押蔓に挨拶  ①御船夜並罵る   

④雪肌上げ約準備  せ柱起こし   

－    ●  5帆上げ  
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こ、至、－出船  

写真3 二柱起こしから帆上げ、出船まで  

車飯健佐和乃御報潔施の御船神事  

＊平成1呂（2榔6）卑某施時に撮影Lたもの  

次に飯津佐和乃神社で桁なわれている御船神事グ）練り歌を紹介することにそ㌦たい〔，  

「ヤンラ目出度イナ」御代はドッコイ 日加冊出品一度グ〕加…を－エンソレわが代 紋婆きエンエン  

栄えノー エン木の来賓）  

ヤンラエン ドッコイ  

‥                   ・：・・  ・   － ・  

ぴをふくませて 御縄手絡が琴の糸 繚や綿の帆を巻いて神の督Lます船るごれば 波導j静   

かにおいも良くエン宝の島鵜・のり込んで方釣宝を碓み込んで此方の潜恥と納め驚く  

ヤンラエン ドッコイ  

ほう「ヤンラ凝固の息帝は＿」エ・ン臣下にがってきてんLようげ〕他の凍を見渡せばエン放映く風に   

㌦寮の散りて吹かる、そ椛）上にエンちぅぷにグ）りてきちがにのエン糸引渡る姿より巧て船   

を造らる、 皇帝御船に召されつ、思ひのま、に目出度うて御代を治めしてそ汐）時は御座   

はりうを∫〕う出来L男のエン名付けて祝ひ賜ふノ域し  

ヤンラエン ドッコイ  

刷「ヤンラ威Åが、」かをほぬ恋に身をやつL昼は九冒の牽ければ閥〝）降る夜も降らぬ夜も 風   

の吹く夜も吹かぬ夜も栄てはその家の門に立つ 門はうたる、かきがねのエンちんからか   

らと早おろL 習ほ潜もをくエンヤこえグ）魔の声ばかり い諾、し心を引きとどめエンなる  
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と姫   

ヤンラエン ドッコイ   

これは御船神事全般で歌われていて、その調子は明治の御船神黎が行なわれるようになって  

から受け継がれている。締り敬は地域によって異なりがあるという銅で、こ♂〕礁‡良町の準性と  

なっていることが分かる。   

例えば、練り歌の 用 で「H万富を積み込んで此方貯留へと納め置ぺ」とヤ巧ところか鳩雪こ  

この御船神事が単に大漁を願うだけでなく、誰何物を運ぷ際グ〕安全祈願で与あったことが窺える  

だろう。〉つまり御船神葦＝紳膵二で行なわれながら‰町中を渉くのは。ゝ港との関わりを示してい  

ることになる。）   

ニのように練り敬を分析するこたによって相良町の歴史昭一灘潤が読み取れることが盟－かっ  

たrJノ他獅敵城の締り散も同時に分析することによて）て1、地域のつながりも見えてくると考えて  

いる。  

2節：近藤氏とのかかわり   

第：き章3節で掛ペたように、近藤氏は多毛の和船棒型の製作に取り組んできた。そ和準にほ  

紳社～蓼納されているも抗咤あり、御船神事で使われている和船ノ悦型褒）近藤氏が製作し漂：もの  

だという。｝柱起Lの際に使われる和船模型は、｝い一隻は発垣廻船でもうⅥ仙㌦鷺は樽廻船である。模  

型といっても第3車で既述したように、近藤民はピれだけ実物の船に近づけるかにこだわ〆〕て  

きているので、カジャイかノはもちろんのこと、船室翻軋までとても精巧に作られている（。  

捜せまで鼠喀な磯料を穐きなければ食味がない。  

と近藤既が言うように榊旬 これは近藤葉が元版太だったので図面を読み取ることができるという  

利点を活かLた成果だと考えられる（J   

御船神事で條われている椀彗隻は毎年條■つていると｝尉誓化が激Lいので∴姪侮蔑が数年に泄・魔  

のペ仙・スで幡斎琵豚桁〆○ている。とくに出船のときに∴太波に揺られるように航行させる真似が  

あると、船首や船尾を激L〆く上げ下げさせる。大体ほそこで破弓削寄生じるという。近隣でも修  

理をできる船太工職Åがいないたれ 近藤民が毎回依頼されている。。   

このように近藤氏は御船神事に和船模型♂）製作として携わってきた。近藤既‰急用琴が太ら  

ぬかぎ、り毎年のように御船神事にを如していることから、近藤既が家蛍祈願や大漁祈願グ）ほか  

に和船模型㌦・、、、ぴつ愛着もうかがえるだろう。それだけ和船の建造彗つ模型の製作に力を注いできた  

L、こだわりも大きいということが分かるこ〕  

おわりに  

本論では、まず1車で聾者が調馨したブイ蜘ルドの殺意理由と概況について述べた。2費で  
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は焼津市内に和船研究所を開いた近藤氏ヘグ）聞取りから論をまとポ〕たしノそこでは近藤既グ〕ライ  

フヒヌゝトリ仙をまとめるだけ－でなく1月彼自身の技術者とLての性格と研究者としての性格につ  

いて骨壷㌢て考えるこiとができた。3尊では焼津港で造船所を営んでいる飯巨日民へゝの聞取りから  

落をまとめた。そこでは飯田氏のライフヒス＝h叩をまとめるとと」妾）に、飯肘造船所の綬′営や  

環境につ㍍て考腰することができた。それは飯蘭遇船所の内装や従業員について明確にするこ  

とができたからだと考えている。）4饗では静岡県相良町で行なわれている御船朝黎び）概要をま  ●－  

わけではなかったが、御船神事で僚われている和船模型の製作を手掛けていることが分かて）た〔。  

またそこで使われている船模型群）修理も行なっているというげ㍍ごから、近藤氏は御船神事に家  

畜冒していると転、えるし、その意義ほ大きい。   

静間県焼津市㌘）船太工から聞取りを揮い、さらに御船神事を調教し／たことによって、焼津で  

船がどう位置付けされていたのかを見ることができたと考えている（ノそーれは焼津や相良が漁師  

野㌻であると同時に物資の輸送で賑わっていたということである。焼漸塗の近くや相良町の海岸  

通りに議●くからある商店街が残っていること婆）それを姦付けていることになるだろう。 

しかL患がらいくつかの問題点も残してしまった。まずユ牽瀾代㌧ 日葦層㈹で初めて船職動庚  

官紅塵二成功したのは、．明治30年代”一㌘静間県内だったと言われていることを述㌦竃たが、増鵬♂）技術は肌－一  

体どこからどのように使わってきたのか、という問題である 。それまで風を練／√）てグ〕航行だ克  

たが機械を使うようになったことから海外の技術を導太Lたと考えてよいのだが、具体的な事  

例をあげて論証することはできなかった。これについては聞取巨プだけでは限界があると思われ  

る汐〕で、今後古文審も利用Lながら分析していきたい。もうひとつは技術を松藤するというこ  

とをこついて深く考察で藩なか㌦⊃たともゝう点である（。伝承とは単に伝えるだけでなく、それを実  

際に受け継がな右ナれば成り立たないので′、下げ）世代へ♂〕聞取りも必要だ■つたと感じた。飯田造  

船では今回譜牒手職ト′丸とした飯田氏の予が同じ造船所で働いているので、今後も藍ねて調教  

し‾ごいさ†二い  
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近藤既製締め船模型醐覧  

16      ／    】      ／    18  丸子船  荷船  ■以■  至言琶湖   

11ゴ、   



鰹酬謡釣漁船   

47  

ノjヲ  

49   ペーロン船  

覇船   し十柑  大井川   

箱船   1／10  天竜川   

52  川船   箱船   1／10  開園溌㍊馴鵬   

50  高瀬兼    ■    51  高瀬浄                  53  用船  漁船     魔船  1／10  常用  54  はしけ船  荷船  l   駿河滴   

55  鰭磯漁船  

61  捕鯨船綱船   

l宮上   



近藤既制鰭の船磯型瞞覧乾番驚衆確認の亀鈎∋  

－  －        － －   －   

こ ・－ － 、・・ ・．‾  

・・∴ご‥ ニー ‾   ‖●  ‾＿  －，－   ● ・   －       、  

，・一1し伸一l   



船東芝選果∈飯田造船：静岡県焼津滞）  

■トッパノミ  2ニチョウナ  

4：マワシビキ  3：ヨキ  

6：スミツボ■スミサシ  5：クギシメ・ノシロ  

・・－－日l－   



－                    －           －   ●        －、  

9：カンナ  S∴キワカンナ  

10：マルガンナ  11：ツキノミ  
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14：マキハダ  ノ竜5ニ シャツキ  
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19ニネジカネ  18ニサシカネ   
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20：両刃ノコ（8寸）  2－！：両刃ノコ  

22ニノコ（左から順に小刃、チョウメ、アナヒキ）23‥（刃物研ぎ）  
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